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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 20,262 ― 713 ― 812 ― △89 ―
20年3月期第3四半期 20,679 10.2 1,297 △16.2 1,906 △9.2 1,273 6.6

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利
益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △8.26 ―
20年3月期第3四半期 113.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 46,457 37,596 80.6 3,675.54
20年3月期 49,482 40,092 80.6 3,569.77

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  37,425百万円 20年3月期  39,905百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 60.00 60.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 60.00 60.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,850 5.6 1,270 △8.1 1,530 △18.3 920 △32.7 84.82

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準
の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財
務諸表を作成しております。 
・上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等によ
り、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記業績予想に関する事項は、【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  11,281,629株 20年3月期  11,281,629株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  1,099,328株 20年3月期  102,879株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  10,846,296株 20年3月期第3四半期  11,179,827株
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、米国に端を発したサブプライムローン問題による世界的

な金融危機が、実体経済にまで影響を及ぼしてきたことで、消費者の購買意欲が急激に低下し、企業の生産活

動に更に深刻な影響を与えるなど過去に例を見ない不況に突入いたしました。当社グループの重要な販売分野

であります繊維産業におきましては、国内につきましては製品の差別化等で他国に比較し影響は少ないものの、

アジア諸国は大打撃を受け、特に主要生産国となった中国は米国向け輸出が急減したことで、企業の存続をか

けて生産中止や大幅減産を行っております。また、非繊維分野におきましても自動車の大幅減産や住宅の販売

不振が拡大しております。

このような状況下、当社グループでは、市場ニーズに合致した商品の早期開発と価格改定に努めてまいりま

したが、予想を上回る市場の急激な縮小と想定以上の円高により、当第３四半期連結累計期間における実績は、

売上高20,262百万円、営業利益713百万円、経常利益812百万円、また株安、円高の影響で投資有価証券等の特

別損失を計上した為、四半期純損失89百万円となりました。

・事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

① 界面活性剤部門における当第３四半期連結累計期間の売上高は14,084百万円、営業利益は472百万円となり

ました。

陰イオン界面活性剤の分野におきましては、合繊メーカー各社の減産の影響で関連製品の販売が減少しま

した。また、海外の汎用品も急激な生産調整が行われ、販売が減少し、売上高2,310百万円となりました。

非イオン界面活性剤の分野におきましては、国内では、テキスタイル分野の加工量が減少しましたが、新

規拡販で洗浄剤、機能剤が伸張しました。また、弾性繊維や炭素繊維用処理剤が好調に推移しました。海外

では、工業用繊維分野は比較的落ち込みは少なかったものの、衣料用や弾性繊維の落ち込みが激しく、また、

化学工業分野では既存商品の原料価格転嫁があり、売上高11,137百万円となりました。

陽・両性イオン界面活性剤の分野におきましては、前年に引き続きアクリル、ウールの大幅減産により、

関連加工剤の販売が減少しました。化学工業分野での値上げにより一部商品の販売減少を補いましたが、売

上高635百万円となりました。

② その他部門における当第３四半期連結累計期間の売上高は6,178百万円、営業利益は240百万円となりまし

た。

高分子・無機製品等の分野におきましては、繊維関連では、スパン糸用糊剤は前年を上回りましたが、フ

ィラメント用糊剤の販売は減少しました。非繊維関連では、建材関係は着工件数の低迷、公共工事減少によ

る有機高分子製品の出荷減少に加え、自動車生産台数削減、在庫調整により、ゴム成形品加工剤、熱膨張性

マイクロカプセルも調整局面となり、売上高6,178百万円となりました。

・所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

① 日本における当第３四半期連結累計期間の売上高は19,897百万円、営業利益は603百万円となりました。

② インドネシアにおける当第３四半期連結累計期間の売上高は565百万円、営業利益は121百万円となりま

した。
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２．連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という）比3,025百万円

（6.1％）減少して、46,457百万円となりました。流動資産は、現金及び預金が7,375百万円減少したことなど

により、前期末比5,006百万円（14.7％）減少の29,052百万円となりました。固定資産は、建物及び構築物が

1,373百万円、機械装置及び運搬具が790百万円それぞれ増加したことなどにより、前期末比1,980百万円

（12.8％）増加の17,405百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債の合計は、前期末比529百万円（5.6％）減少の8,861百万円となりまし

た。流動負債は、買掛金が645百万円減少したことなどにより、前期末比525百万円（5.8％）減少の8,549百万

円となりました。固定負債は、退職給付引当金が1百万円減少したことなどにより、前期末比4百万円（1.3％）

減少の311百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、自己株式が1,454百万円増加したことなどにより、前期末比

2,496百万円（6.2％）減少して37,596百万円となりました。

この結果自己資本比率は、前期末の80.6％から変わらず80.6％となりました。期末発行済株式総数に基づく

１株当たりの自己資本は、前期末の3,569円77銭から3,675円54銭となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ5,932百万円

減少し、12,490百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純損失が45百万円となり、減価償却費が548百万円、為替差損が451百万円であったの

に対し、仕入債務の減少が634百万円、その他の流動資産の増加が2,216百万円となったため、営業活動によ

るキャッシュ・フローは1,807百万円の支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得による支出が2,525百万円、投資有価証券の取得による支出が541百万円となりました

が、定期預金の払戻による収入が1,500百万円となったため、投資活動によるキャッシュ・フローは1,527百

万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

配当金の支払額が670百万円、自己株式取得による支出が1,454百万円となったため、財務活動によるキャ

ッシュ・フローは2,094百万円の支出となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

今後の見通しにつきましては、経済情勢及び為替の動向も不透明でありますので、平成20年５月16日発表

の通期の業績予想を変更しておりません。今後、第４四半期の業績動向等も勘案したうえで、通期業績予想

の修正を行う必要があると判断される場合には、速やかに公表いたします。

４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。
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(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価格を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

④経過勘定項目の算定方法

固定費的な要素が大きいものについては、合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっておりま

す。

⑤法人税等の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①四半期財務諸表に関する会計基準等の適用

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企

業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年

３月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い

四半期連結財務諸表を作成しております。

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）

を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価

切下げの方法）に変更しております。これによる影響はありません。

③連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成

18年５月17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結上必要な修正を行ってお

ります。これによる影響は軽微であります。

(4) 追加情報

法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）に伴い、法定耐用

年数及び資産区分が見直されました。これにより、当社の機械装置については、従来耐用年数を主として７

年としておりましたが、第１四半期連結会計期間よりその一部を８年に変更しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は41百万円増加し、税金等調整前四半期

純損失は、同額減少しております。
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,187 21,562

受取手形及び売掛金 7,701 7,627

有価証券 643 700

商品及び製品 1,918 1,835

仕掛品 452 364

原材料及び貯蔵品 1,404 1,262

繰延税金資産 101 481

その他 2,641 223

流動資産合計 29,052 34,058

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,698 4,232

減価償却累計額 △3,085 △2,992

建物及び構築物（純額） 2,613 1,240

機械装置及び運搬具 9,214 8,108

減価償却累計額 △6,978 △6,663

機械装置及び運搬具（純額） 2,236 1,445

土地 534 536

建設仮勘定 387 599

その他 1,564 1,507

減価償却累計額 △1,307 △1,266

その他（純額） 257 240

有形固定資産合計 6,029 4,062

無形固定資産 30 21

投資その他の資産   

投資有価証券 9,780 10,450

長期貸付金 274 303

繰延税金資産 750 12

その他 562 586

貸倒引当金 △23 △13

投資その他の資産合計 11,345 11,339

固定資産合計 17,405 15,424

資産合計 46,457 49,482
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,906 6,552

短期借入金 1,030 1,000

未払法人税等 38 99

賞与引当金 170 346

その他 1,403 1,076

流動負債合計 8,549 9,074

固定負債   

退職給付引当金 234 236

その他 77 79

固定負債合計 311 315

負債合計 8,861 9,390

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,090 6,090

資本剰余金 6,517 6,517

利益剰余金 26,932 27,693

自己株式 △1,738 △283

株主資本合計 37,802 40,017

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △221 △9

為替換算調整勘定 △155 △102

評価・換算差額等合計 △377 △112

少数株主持分 170 186

純資産合計 37,596 40,092

負債純資産合計 46,457 49,482
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 20,262

売上原価 16,318

売上総利益 3,943

販売費及び一般管理費 3,230

営業利益 713

営業外収益  

受取利息 272

受取配当金 48

投資事業組合運用益 191

その他 91

営業外収益合計 605

営業外費用  

支払利息 12

持分法による投資損失 14

支払手数料 13

為替差損 454

その他 11

営業外費用合計 505

経常利益 812

特別利益  

貸倒引当金戻入額 2

特別利益合計 2

特別損失  

固定資産除却損 3

投資有価証券評価損 856

特別損失合計 860

税金等調整前四半期純損失（△） △45

法人税、住民税及び事業税 208

法人税等調整額 △212

法人税等合計 △3

少数株主利益 48

四半期純損失（△） △89
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △45

減価償却費 548

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9

賞与引当金の増減額（△は減少） △176

受取利息及び受取配当金 △321

支払利息 12

持分法による投資損益（△は益） 14

有形固定資産除却損 3

投資有価証券評価損益（△は益） 856

為替差損益（△は益） 451

売上債権の増減額（△は増加） △80

たな卸資産の増減額（△は増加） △332

仕入債務の増減額（△は減少） △634

未払消費税等の増減額（△は減少） 32

その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,216

その他の流動負債の増減額（△は減少） 211

小計 △1,667

利息及び配当金の受取額 327

利息の支払額 △9

法人税等の支払額 △458

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,807

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 1,500

投資有価証券の取得による支出 △541

投資有価証券の売却による収入 23

有形固定資産の取得による支出 △2,525

有形固定資産の売却による収入 3

無形固定資産の取得による支出 △12

長期貸付金の回収による収入 1

保険積立金の積立による支出 30

その他 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,527

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 30

自己株式の取得による支出 △1,454

配当金の支払額 △670

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,094

現金及び現金同等物に係る換算差額 △502

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,932

現金及び現金同等物の期首残高 18,423

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,490
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会

計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務

諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）

界面活性剤 その他 計 消去又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高

(1)外部顧客に対する
14,084 6,178 20,262 － 20,262

売上高

(2)セグメント間の内部
－ － － － －

売上高又は振替高

計 14,084 6,178 20,262 － 20,262

営業利益 472 240 713 － 713

（注） 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

事業区分の方法････製品の種類別区分による

各区分に属する主要な製品の名称

界面活性剤････････化合繊紡糸紡績用油剤、織布用経糸油剤、帯電防止剤、香粧品原料

その他････････････経糸用糊剤、触感向上剤

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）

日本 インドネシア 計 消去又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高

(1)外部顧客に対する
19,748 513 20,262 － 20,262

売上高

(2)セグメント間の内部
148 51 200 (200) －

売上高又は振替高

計 19,897 565 20,462 (200) 20,262

営業利益 603 121 724 (11) 713

【海外売上高】

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 6,851 971 7,823

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 20,262

Ⅲ 連結売上高に占める
33.8 4.8 38.6

海外売上高の割合(％)

（注）１ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

国又は地域の区分の方法 地理的近接度による

各区分に属する主な国又は地域 アジア インドネシア、タイ、台湾、中国、韓国

その他の地域 アメリカ合衆国、メキシコ、フランス、イギリス

２ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）

当社は、平成20年10月７日及び10月14日に、株式会社ジャスダック証券取引所における自己株式取得のための

固定価格取引による買付により、自己株式を取得いたしました。この結果自己株式は、当第３四半期連結累計期

間において1,454百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において1,738百万円となっております。
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「参考資料」

（要約）前四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日
科 目

至 平成19年12月31日)

金額（百万円）

Ⅰ 売上高 ２０，６７９

Ⅱ 売上原価 １５，８９４

売上総利益 ４，７８５

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ３，４８８

営業利益 １，２９７

Ⅳ 営業外収益 ９９６

Ⅴ 営業外費用 ３８６

経常利益 １，９０６

Ⅵ 特別利益 ３７４

Ⅶ 特別損失 １１

税金等調整前四半期純利益 ２，２６９

税金費用 ９７５

少数株主利益 ２０

四半期純利益 １，２７３
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